
事務事業No 事業名 [事業基本情報]

591 ○ 管理経費

分野別目標 1 ○ 法定受託事務

政 策 2

施 策 3

取 組 1

継続 主な事務事業

事業実施の根拠法令

関連個別計画 「３つのキーワード」との関連性

担当課・担当課長（Tel） 井本　博隆 (428-0119) いのちを守る ふるさと力を高める 該当せず

関連課

１　事業概要及び実施内容

事
業
概
要

２　事業コスト

予算 決算 予算 決算 予算 決算 決算 計画 決算

3,201 3,313 4,949 5,022 2,023 6,152 13,344 9,861

- - 54.6% -59.1% 0.7%

12,772 12,835 16,196 11,416 10,546 10,460 9,215 9,215

53 532 75 5,464 3,214 3,214

12,825 13,367 16,196 11,416 10,621 15,924 12,429 12,429

42,861

3,875 10,186 7,279

1,000 35 281
3,201 3,313 4,949 5,022 2,023 1,277 3,123 2,301
1.67 1.67 2.11 1.51 1.4 1.39 1.24 1.24

0.04 0.26 0.04 2.17 1.52 1.52

３　目標及び実績
平成21年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

年度目標値 12 43 31

実績値 10 16

全体目標値 86 全体目標達成度 30.2% 年度別達成度 83.3% 37.2%

年度目標値 331 400 400 400

実績値 92 294 412

全体目標値 400 全体目標達成度 103.0% 年度別達成度 27.8% 73.5% 103.0%

年度目標値 64 68 66 66

実績値 65 66 67

全体目標値 66.3 全体目標達成度 99.5% 年度別達成度 98.5% 103.0% 99.5%

年度目標値

実績値

全体目標値 全体目標達成度 年度別達成度

64.3%単位

1.26

実
施
内
容

○患者搬送事業乗務員の講習
会開催（基礎講習、定期講習
各1回開催）
○インターネット、パンフ
レット掲出
○新型インフルエンザ業務継
続計画策定

○患者搬送事業乗務員の講習
会開催（基礎講習、定期講習
各1回開催）
○インターネット、パンフ
レット掲出、多数救急要請者
対策等によるキャンペーン
○救急安心カードを各世帯へ
配布

○患者搬送事業乗務員の講習
会開催（基礎講習、定期講習
各1回開催）
○インターネット、パンフ
レット掲出
○啓発用絆創膏作成、救急車
等掲出用マグネットシート作
成
○「救急車適正利用」街頭広
報の実施
○現場到着所要時間短縮のた
めの、警防隊を出動させるＰ
Ａ連携の強化

○患者搬送事業乗務員の講習会
開催（基礎講習1回、定期講習2
回開催）
○インターネット、パンフレッ
ト掲出
○「救急車適正利用」街頭広報
の実施
○現場到着所要時間短縮のため
の、警防隊を出動させるＰＡ連
携の強化

○患者搬送事業乗務員の講習
会開催（基礎講習1回、定期講
習2回開催）
○インターネット、パンフ
レット掲出
○「救急車適正利用」街頭広
報の実施
○現場到着所要時間短縮のた
めの、警防隊を出動させるＰ
Ａ連携の強化

事
業
費
 
千
円

381

245

65

主な予算内訳 ・非常勤職員関係費用　5,483千円　・救急活動消耗品等購入　2,596千円

国庫支出金

2,916人件費

常勤職員

非常勤職員

平成25年度

計画

県支出金

12,400

383.9%

9,484

件

小計

伸び率（％）

活
動
指
標

事業費 9,789

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

そ の 他
2,103一般財源（税等）

市　　債

平成22年度

所要人数
常勤職員

非常勤職員

7,686

街頭広報回数

1.16

PA連携出動回数(年度目標値は、その年度の事後検証数とした。)

指標名及び達成状況

単位 回

成
果
指
標

軽症者率（その年度に搬送した全傷病者を医師が入院の必要がないと診断した軽症
者の割合をいいます。）が前年度軽症者率と比較してほぼ維持できていれば成果と
考えます。

単位 ％

単位

68

95.6%

事業進捗管理シート

救急対策及び救急活動に関する事業（患者搬送等乗務員の講習会開催、救急車の適正利用対策等）
事業区分(1)

事業経費

その他

救急・救助体制の充実

安心して、安全に暮らせるまち

その他

款

事業種別

救急・救助体制の強化

事業区分(2)
自治事務

消防・救急救助体制の充実

消防費

目 消防費

一般会計

消防費

会計・
予算区分

会計

平成２５年度

救急高度化等推進整備事業事項

事業期間 ～ 大事業

項

消防事業

平成２３年度 平成２４年度平成２１年度 平成２２年度

人と文化を育てる

事業目的（「誰・何」をどういう状態にする」ための事業か) 事業内容
①救急需要増加対策として、街頭広報、応急手当普及講習会での広報、キャラバン隊を編成するな
どのキャンペーンを展開し、広く市民に救急車適正利用を訴えます。
②自己受診希望者への医療情報センター紹介や頻回救急要請者宅への訪問などを実施することで救
急需要を抑制する。
③民間の患者搬送事業者の乗務員講習などを実施することで、病院間搬送や公的な救急車による搬
送を希望しない比較的軽症の傷病者の搬送を担当してもらうことで公的救急車の需要を抑制する。
④重篤な状態が予想される119通報時、近くの救急車が出動中の場合、消防隊をまず出動させ、次
の近くの救急車が到着するまで応急処置を実施させるPA（ポンプ車と救急車）連携出動を強化しま
す。

　増え続ける救急需要に対して、救急車適正利用キャンペーン
などを展開し、不要の救急要請を抑制することによって、本当
に救急車が必要な緊急性のある傷病者のもとへ、一刻も早く救
急車が到着できるようにするための事業です。

警防課

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 対象外

○
評価年度


